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氏名 深谷友宏

(論文審査の結果の

空間のLusternik“SchnierelmanCategory(L-S Category)数とはその空間を空

間内で一点に縮めることが可能な開集合で被覆するときに必要な開集合の数の最

小の値である O この数は空間が滑らかな多様体の場合には、その多様体の上で定

義された滑らかな実数値函数の特異点の数の下限を与えることが知られているな

ど、多くの応用をもっ重要な不変量であります。しかしながらこの量を実際に計

算することは一般には非常困難で、例えば複素射影空間や複素グラスマン多様体

を含むコンパクトケーラー多様体の場合やユニタリー群の場合に一般的に決定さ

れている他は、階数の低いリ一群など限られた場合に知られているのみでありま

す。特に幾何学的に最も重要と思われる有向グラスマン多様体の場合にはほとん

ど知られている結果がない状況であります。

この量を決定する上で非常に強力な道具は、その空間の乗法的コホモロジーの

カップレングスと呼ばれる量で¥基点に制限したときに自明になる元を n儲かけ

て自明でないものがあり、 (n十 1)個かけると、全て自明になるときカップレン

グスが nであるという O 空間のL-SCategory数は空間のカップレングスより小さ

くないことが知られています。

有向グラスマン多様体のmod2 cohomoloy環の構造は具体的には知られていま

せん。申請者深谷友宏はグレムナ基底の手法を用いてその構造を詳しく調べ、計

算機により実際に計算を実行することで、低い次元の場合にそのカップレングス

を決定しこの問題についての予想を立てた O さらにグレムナ基底を用いた詳しい

解析を実行することで特別の場合にこの予想を証明しましたO

この結果を用いて申請者は有向グラスマン多様体のしSCategory数についての
優れた評価を得た O また有向グラスマン多様体のmod2 cohomoloy環の構造を用
いて有向グラスマン多様体のはめ込みの問題に付いても優れた成果を得ている O

有向グラスマン多様体のmod2 cohomoloy環の構造を具体的に調べる問題は、
応用の立場からは不可欠な物でありながら多くの困難があり、これまで本質的な

進歩がなかったが申請者は計算機科学と代数学の接点、であるグレムナ基底の手法

を巧みに用いてこの問題において顕著な業績を上げた O

論文は代数的位相幾何学の専門誌として高い評価を得ているHomotopy，
Homology and Applications誌にすでに掲載されております。

このように申請者の学位論文は国際的にも高い評価を受けており、極めて優れ

た独創的な知見を合む物であります。従って大学院在学 5年未満ですが、例外的

に博士(理学)の学位を授与するのにふさわしいものであると判断しました O 審

査委員会では関連事項についての試問結果と併せて合格と判定いたしました O


